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多様化の進む地域社会における
日本語を見つめる研究
朝日祥之
（国立国語研究所／東京外国語大学NINJAL ユニット）
1. はじめに
戦後の日本社会の中でも特に大都市部への人口流入、日本に住む外国人の増加により多様化が進ん
でいる。この多様化の進む社会で日本語がどのように使用されているのか。その日本語が今後の日本社
会でどのように変容していくのであろうか。本稿では、この日本語が変容してきた過程をさまざまな側
面から捉え、今後ますます多様化が進む日本社会における日本語の将来像について考察する。
以下では、２節で多様化する日本社会の様子を統計資料から説明した上で、その多様化がもたらす
社会言語学的意味について考察する。その後、３節で多言語化現象に着目した研究を具体的事例ととも
に示す。それを踏まえ、４節で多様化の進む日本社会における日本語の将来像とその研究のあり方につ
いて考えを述べる。
2. 統計資料からみた日本社会の多様化
最初に、統計資料から日本社会の多様化の様子を紹介する。もちろん、複数の構成員より構成され
る社会には個別性があり、多様性が伴う。例えば、東京都のような大都市であろうと地方都市であろう
と一定規模の人が生活しているわけで、その地域ならではの特性やそこに住む人たちの個性も異なる。
本稿でいう「多様化」はそのような特定の地点において旧来から生活する人たちを構成する要素の多様
性ではない。むしろなんらかの理由により、他地域からの移動によって形成される「多様化」である。
本節ではこれに関する統計資料を示しながら、その「多様化」のあり方に関して考察を加える。
まず、表１に 1959 年から 2017 年における他道府県から東京都への転出入者数を示す。2017 年時点
では転入者の方が転出者よりも多いことがわかるが、この数はそのピークのあった昭和 40 年 (1965 年 )
からすると少ない。また、東京都に居住している外国人数を図１から見ると、全体的な傾向として、中
国の在留者が最も多く、それに韓国、フィリピン、ベトナム、ネパールへと続いている。この２つの図
表から東京への人口流入は継続しており、その多様化が進んでいることがわかる。
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表１　東京都への転出入者数の推移( 東京都 2018)
図 1 東京都に居住する外国人数（国別）( 東京都 2018)
次に図 2 と図 3 である。図 2 が日本人、図 3 は外国人の東京都区・市部各地域に転入した人の数
である (東京都	2018）。いずれの場合にも東京都区内の周辺地域への転入が多いことがわかる。
	
 図 2 東京都各地区への日本人の転入   図 3 東京都各地区への外国人の転入
ここから東京都への人の移動は、国内外の地域の人たちによってもたらされていることがわかる。
この傾向はもちろん大都市に顕著なものである。ただしこれが地方都市で生じていないということで
はない。程度の違いはあるが、このような意味でも「多様化」は生じているのである。
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では、ここでいう「多様化」は言語研究を行う上でどのように関わるのであろうか。筆者は次の
３点に研究課題が設定できると考える。	
	 （１）異なる日本語方言話者の流入（日本語方言間の接触）	
	 （２）異なる言語話者の流入（言語間の接触）	
	 （３）異なる社会背景を持つ話者の流入（ジェンダー・手話など）
これらの研究に対してどのようなアプローチがあるかというと	
	 （１）現象学的なミクロレベルのアプローチ	
	 （２）社会学的なマクロレベルのアプローチ	
	 （３）統合的・包括的なアプローチ	
が考えられる。これまでの社会言語学・言語社会学的研究の多くは(1)と (2)を扱ってきたが、(1)と (2)
をつなぐような (3) のようなアプローチを採用する必要もある。
3. 多言語化の解明に取り組む研究
さて、前節で示した研究アプローチを踏まえ、本稿では多言語・多方言社会としての日本語社会
を事例として考察していく。なお、多様化を支える重要な概念として、例えば生活者のジェンダーや社
会階層の問題、また外国人らによる日本語の言語行動に見られる現象などを挙げることも可能であるが、
紙幅の関係上、割愛する。	
以下、日本語社会の多言語化・多方言化に見られる現象や課題について、具体例を示しつつ考察
する。
3.1. 多言語・多方言社会としての日本語社会
ここでは多言語化・多方言化していく日本語社会を見ていく。日本語社会において、多言語が使
用されるようになることと、多方言が使用されるようになることとは、その背景についても、その社会
的意味も異なる。その意味では双方を同じように扱うことに限界点もあるかもしれない。以下では、そ
れぞれに見られる現象を言語景観を中心としながら 3.2 節、3.3 節で説明を行う。
3.2. 多言語化する日本語社会
日本における多言語化が指摘されるようになったのは 1990 年代以降と考えらえる。言語景観につ
いてはすでに研究書の刊行 (庄司・クルマス・バックハウス	2009 など )もなされている。関西地方を
拠点にした多言語化現象研究会や東京を拠点にした多言語社会研究会などの活動にも見るように、研究
会も発足されているほどである。その意味では本稿で扱うテーマはすでに学術研究の蓄積を得ていると
言ってよい。本稿では、これらの研究で指摘されている詳細を包括的に扱うよりも、多様化が進んだ日
本語社会の一つの側面としての多言語化がどのような形で表象されているのかに焦点を絞って見ること
とする。
日本における公共表示は多くの場合、「日本語・英語・中国語・韓国語」の場合が多い。図 4は都
内の私鉄鉄道の駅の掲示であるが、これらの４言語による表示である。なお、ここでいう「中国語」は
多くの場合、簡体字による表示を言う。
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図 4　都内における公共表示（筆者撮影）
図5　北海道におけるキリル文字による表示（筆者撮影）
また、これにとどまらない例もある。図 5 は北海道稚内市で撮影されたものである。これには、
日本語とラテン文字による表示の他にキリル文字による表示がある (朝日	2011)。
なお、言語景観を通じて、まさに進行中の多言語化現象を捉えることもできる。例えば、近年中
国人居住者が急増していると言われる川口市西曽根地区における多言語化現象である。当該地区におけ
る外国人の人口は、川口市による統計資料によると表 2となる。
表 2　川口市西曽根地区の外国人人口の推移 ( 川口市 2018)
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この地区では 1997 年末から 2018 年にかけて外国人居住者が５倍に増加したのである。このこと
は言語景観にも見られる。図６と図７は当該地区で撮影されたものである (岡田 2018)。
																							 																			
図 6　ゴミ掲示の言語使用　　　　　                 図 7　不動産会社のチラシ
この他にも、いわゆるエスニックメディアと呼ばれる媒体にも見られる (図８参照 )。これらは日
本国内で当該エスニックグループのメンバーに発信されるものである。2010年頃までは紙媒体のメディ
アが主流であったが、情報通信機器の普及により、スマートフォンのアプリにおける多言語による情報
提供がなされるようになった (図９参照 )。
	 		 　　　　　　	
 図 8　エスニックメディアの例（ベトナム語） 図 9　アプリのチャンネル（英語）
このように、日本語社会における多言語化現象は、公的・私的空間双方に広く観察されるもので
ある。まさに日本の言語生活における多様化が広まったと言えよう。
一方、日本における多言語化が生じたことに連動して行った「多様化」について触れておきたい。
日本語社会における多言語化の一つとしてあった「他言語を使用する」ということではなく、「より平
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易で分かりやすい」日本語、つまり「やさしい日本語」を使用することである。「やさしい日本語」が
提唱されるようになったのは、いわゆる阪神・淡路大震災時に避難所で必要とされる情報が外国人には
十分に伝わらなかったことがきっかけであった。弘前大学人文学部社会言語学研究室 (2017) は、減災を
目的とした「やさしい日本語」の作成にあたっている。これによれば、「やさしい日本語」の作り方と
して例えば次のような指針を提唱している。
（1）	難しいことばを避け、簡単な語を使ってください
（2）	１文を短くして文の構造を簡単にします。文は分かち書きにしてことばのまとまりを認識
しやすくしてください	
（3）	災害時によく使われることば、知っておいた方がよいと思われることばはそのまま使って
ください	
（4）	カタカナ・外来語はなるべく使わないでください
（5）	ローマ字は使わないでください	
（6）	擬態語や擬音語は使わないでください
（7）	時間や年月日を外国人にも伝わる表記にしてください	
（8）	二重否定の表現は避けてください	
このような指針をもとに「やさしい日本語」にしたのが次の例文である。
	【元の指示】	
「けさ 7時 21 分頃、東北地方を中心に広い範囲で強い地震がありました。大きな地震のあとには必
ず余震があります。引き続き厳重に注意してください。」
	【やさしい日本語】	
「今日　朝　7時 21 分、　東北地方で　大きい　地震が　ありました。大きい　地震の　後には　
余震　＜後から　来る　地震＞　が　あります。気をつけて　ください。」	
「やさしい日本語」の作成をめぐっては、実際の現場でどのように用いられ、それがどのような効
果をもたらすのかについてはさらなる研究が必要である。公共放送における緊急情報の伝達のあり方も
含めた上で、検討がなされるべきであろう。
3.3. 多方言化する日本語社会
日本語社会の「多様化」を支えるもう一つの柱である「多方言化」を取り上げる。全国共通語化
により、方言の消失が懸念されるようになり、全国各地で「消滅危機方言」研究が盛んである。旧来の
地域社会に根ざしてきた「伝統的」方言の持つ多様性を記述言語学的・言語類型論的アプローチで記述
するのが主たるアプローチである。その研究の果たす役割は大きい。
その一方で、その地域で「方言がなくなるか」と問われればどうであろうか。おそらく当該地域
の話者たちにとっての「地域性」がある限り、それと関連づける形で使用している言葉には地域的な特
徴が「伝統的なもの」から変容される形で継承されつつ、新たな言語形式を生み出したり、新たな意味
機能を既存の言語形式に付与させたりしながら存在するはずである。その意味でも方言は形を変えなが
らも存在するであろう。
その方言を使う若者や社会活躍層のほとんどは自らの地域で人生を過ごしたとしても、近隣の地
域や、主要地方都市、東京や大阪に出かけていくことがあるだろう。沖縄の人が毎週、仕事の関係で東
京に移動したり、東京に自宅のある人が勤務先のある大阪の会社に平日だけ通い、週末になると東京に
戻るようなことも日常的に起こっている。そうした地域の「方言話者」が日本各地を往来するのが現代
社会の日本語社会である。このように考えると日本語社会が「多方言化」するのも自然なことである。
例えば東京の山手線の中で関西弁や博多弁、津軽弁を使いながら話す人がいてもおかしくないのである。
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一方で、このような「多方言化」は「多言語化」ほど容易に可視化されるものでもない。「多言語化」
は情報受信者を配慮した形で情報発信者が他の言語を使用するために行われるものであり、実際、他言
語の文字体系を使用した形で掲示することが求められる。例えば東京都が他言語による情報発信はまさ
にこれに該当する。
「多方言化」が観察されるのは、現時点では三つの状況であると考える。
一つ目は、ソーシャルネットワーク内におけるコミュニケーションである。電子メールや LINE、
Twitter、Facebook などの場での情報発信、それに対するリアクションなどで方言が使用される傾向
がある。表 3は二階堂	(2009） で示された例である。福岡の大学に通う鹿児島県出身の学生と長崎県出
身の学生のやりとりである。
表 3　福岡の大学に通う学生のメールのやり取り
						
二人は福岡市に居住している学生である。当然のことながら、福岡市の方言を目標言語として習
得している段階であることが想定される。にもかかわらず、鹿児島県出身者の学生 (A) も長崎県出身
の学生 (B) も出身の方言を使い続けるのである。お互いの言葉遣いの違いを修正しようと相手の言い
方に合わせるようなアコモデーション (Giles	1973) などは行わない。このようないわゆるノン・アコモ
デーションがソーシャルネットワークサービスで生じている「多方言化」なのだと判断できる。なお、
ノン・アコモデーションが生じる時にあるような、お互いの言葉遣いの違いを乗り越えないという意味
ではないことは断っておく。
二つ目は、いわゆるローカリズムの表象としての方言使用である。公共の場で方言を使用した掲
示を行うものである。これはその地域への訪問者や観光客に地域色を醸し出す効果があるものである。
例えば、図 10、図 11 などはそれぞれ名古屋、神戸で使われているものである。それぞれ地域を代表す
る方言形 (例：連母音の融母音化「ミャー」やアスペクト「トー」)の使用が認められる。
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 図 10　「名古屋ことば」自販機　　   　　　図11　神戸方言「トー」の使用（神戸市内の駅にて）
その一方で方言を使用するものの、その発信先はその方言話者に限定されてしまう例を紹介した
い。次の例は青森県警察が募集した方言標語の内、優秀作とされたものである。	
	 （１）おがしげだ　電話葉書は　かまいしな	
	 （２）な、だだば　通じなければ　偽息子
この他にも青森県内掲示に方言を使用した例が認められる。図 12 や図 13 などはその例である。
先の標語も含め、この掲示を見てその意味がわかる青森県外者は多くはないであろう。
では、なぜこのような現象が生じるのであろうか。おそらくいわゆる「方言回帰」が生じている
のではないかと考えられる。近年、特に公的な場で共通語が広く使用されるようになり、方言が使用さ
れなくなった状況にあると考えられる。その反動で方言を使用することが公的な場でも求められるよう
になったのではないか。その例の一つがこの方言使用の標語であると考えられる。
図12　交通安全を訴える「思いやり俳句」（青森県）
三つ目はいわゆる「方言コスプレ」と呼ばれる現象である。実際に方言を使用するというわけで
はなく、漫画や映画などに登場する人物のキャラクターと方言の持つイメージを合わせたものである。
様々な方言をセリフに取り込むことで、共通語では表現できないキャラクターを形成することが可能と
なる。図 13 は「花のズボラ飯」である (図は田中 (2011) より引用 )。このようなレベルで「多方言化」
が進んでいると考えられる。
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図13　「花のズボラ飯」における方言使用
4. 多様化の進む日本社会における日本語の将来像
本稿では、日本社会における多言語化ならびに多方言化現象から、日本語社会の多様化の様相の
ある側面について考察した。本稿で示した点で共通しているのは、人の移動により、日本語社会の多様
化がますます進んでいるということである。日本社会の多言語化は単なる日本語学習者・日本語教育・
多文化共生の問題ではなく、日本語社会全体として、この現象をどのように捉えていくのか、検討すべ
き時が来たと思われる。近年、例えば、ロンドン英語の研究で非母語話者のロンドン英語の特徴を分析
するような、大都市における外国人がホスト社会の言語をどのように獲得するのか、という研究が進め
られている。実際、ロンドンの人口の約半分が非母語話者なのである。このような状況が日本語社会に
いつやってくるのかはまだわからない。だが、多様化が進んでいく先には、ロンドンのような状況が例
えば東京に生じることも考えておいてもよいだろう。
また、人口の流動化がますます高くなる日本語社会における共通語の特徴、各地の方言の変容も
継続して観察すべきである。方言の役割も 20 世紀におけるそれとは変化した。方言に置かれた新たな
役割をどのようにして捉えていくのか、検討が必要であろう。
いずれにせよ、日本語社会で生じる様々な現象があることには、変わりはない。このようなテー
マに関心を持つ研究者・大学院生が一人でも多く生まれ、日本語研究における今日的・将来的課題をあ
ぶり出しつつ調査研究が推進されることを願うばかりである。
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